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卒業証書授与式が行われました。/」 三ヽ贅交生活最後の授業は、卒業生、保護者の皆様、地域の皆様、そして教職員の思いが体

育館の中で一つになり、膚妨 なヽ中にも、とてもあたたかみのある、素敵な時間となりました.

本日、6年生の一人一人が立派に卒業証書を受け取ることが

できたのも、6年間の努力の証だと思います。保護者の皆様を

はじめ、これまで育んでくださった多くの方々への感謝の気持

ちを忘れずに、新しいステージで活躍してほしいと思います。

ご卒業おめでとうございます。

2月 20日 (金 )、 6年生を送る会を

実施しました。実行委員会が中心とな

り、1年生から5年生までが、会場の

飾り、招待状、メッセージカーードなどの

準備を分担し、舞鶴小を引っ張ってく

れた6年生への感謝の気持ちを伝え

るために、一生懸命取り組んできまし
,=

送る会は、事前アンケーートをもとに

した紹介アナウンスの中、6年生一人
一人.が堂々と入場するところから始ま

りました。「チーム対抗 16年生クイ
ズ」では、6年生に関する問題を小グ
ループで相談しながら解答しました。
6年生が下級生と一緒に行動する姿
は、とても微笑ましかったです。「在校

生からのメッセージ」は、それぞれの

学年が6年生との思い出を語り、在校生全員で「変わら

ないもの」の合「1電をプレゼントしました。「5年生からの感

謝のエール」は、今回、送る会の企画・運営を苦労しな

がら頑張った5年生が、改めて感じた6年生の凄さや、
そんな6年生を目指して頑張るという決意などを真剣に

語りました。「6年生から在校生に向けて_|は、各学年ヘ

の感謝や来年度に向けた激励の気持ちを、声高らかに

伝えてくれました。合奏曲「パラダイスハズノーボーダー」
は、全校児童が手拍子をしながら盛り上がる素敵な演

奏でしたc

今回、6年生が退場したあと、「5年生から在校生への

お礼」というシーーンがありました。各学年が準備したもの

を紹介しながら、1年生から5年生までが一九となって取

り組んだことをふり返る、素敵なシーンでした。

今年の6年生を送る会も、全校の子ども達にとつて、
全校が つの大きな輸になる、笑顔いっはいな時間に
なりました。

2月 26日 (木 )27日 (金 )の昼休み、

特別代表委員会を行いましたc児童

会本部や委員会の委員長からのこの

1年間の活動をふり返る提案に対し、3

～6年生の各クラスからの意見が飛び

交う、充実した話し合いとなりました.

各クラスからは、「みんなの心がつな

がり、笑顔が増えたと思う」「いろいろな行事で、全校の

絆を深めることができた」という肯定的な意見がたくさん

出されました。

一方で、「あいさつをする人としない人がいるので、来

年は全員があいさつできるようにしたい」「ふだんの掃除

も無言でできるようにしたい」といった、来年に続く意見

もたくさんありました。

今回の特別代表委員会には、来年度の本部役員も

参加しましたG今回の意見をふまえた来年度の提案が

楽しみですc

児童会長の話に、「伝統を引き継ぎ、舞鶴小が幸せ

になるように頑張つて欲しい」という言葉がありましたが、

今年度の児童会活動も、舞鶴小の伝統を受け継いだ、

素晴らしいものでした.ありがとうございましたc

ボランティア委員会では、使い捨て
コンタクトレンズの空ケース回収に取り

組みました。1年間でこれだけの空ケ

ースが集まりました。ご協力、ありがとう

ございました。昔から取り組んでいる

占切手回収も継続しており、順調に集

まっています。
こういった取組は、今後も大切にし

ていきたいと思います。これからもご協

力の程よろしくお願いいたします。
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